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東
日
本
大
震
災
に
あ
た
り

　

三
月
十
一
日
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
震
災
に
よ
っ
て

笠
間
稲
荷
神
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
殿
柱
、
鳥
居
の
倒
壊
、
社
務
所
、
境
内
各
種
工
作
物
に
い
た
る
ま
で
大
き
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
日
多
く
の
方
に
参
拝
に
来
て
頂
い
て
い
た
中
、
人
的
被
害
が
一
切
な
か
っ
た
事
は
幸
い
で
し
た
。

　

こ
の
、
未
曾
有
の
大
地
震
、
大
津
波
、
原
発
事
故
と
い
う
ま
さ
に
三
重
苦
と
言
う
べ
き
国
難
に
際
し
、
見
え
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
人
の

姿
で
し
た
。
国
民
は
秩
序
正
し
く
、被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
も
他
を
思
い
や
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、助
け
あ
う
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
、海
外
メ
デ
ィ

ア
は
称
賛
を
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。普
段
、日
本
に
批
判
的
な
論
調
が
目
立
つ
中
国
で
さ
え
も
そ
の
姿
を
称
え
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
の
日
本
人
の
国
民
性
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
奇
跡
的
な
復
興
を
な
し
と
げ
た
要
因
で
あ
り
、
此
度
の
困
難
に
対
し
て
も
必
ず
や
克
服
し
、
美
し
い
日
本
を
と
り
戻
す
で
あ
ろ
う
と
。

　

天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
三
月
十
六
日
に
テ
レ
ビ
を
通
し
お
こ
と
ば
を
発
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、
自
主
的
な
節
電
、
様
々
な
形
で
の
ご
援
助
、

被
災
地
の
方
々
を
励
ま
さ
れ
る
た
め
の
ご
訪
問
を
な
さ
る
な
ど
、
心
を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
お
姿
に
深
い
敬
意
を
感
じ
入
る
ば
か
り
で
す
。
陛
下
は

「
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
海
上
保
安
庁
を
は
じ
め
と
す
る
国
や
地
方
自
治
体
の
人
々
、
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
救
援
組
織
に
属
す
る
人
々
が
余
震
の
続
く
危
険

な
状
況
の
中
で
、
日
夜
救
援
活
動
を
進
め
て
い
る
努
力
に
感
謝
し
、
そ
の
労
を
深
く
ね
ぎ
ら
い
た
く
思
い
ま
す
」
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
陛
下
御
自
ら
が
、

自
衛
隊
の
労
を
直
接
ね
ぎ
ら
わ
れ
た
事
は
、
戦
後
の
歴
史
上
、
非
常
に
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
今
尚
、
救
援
活
動
に
従
事
し
て
い
る
自
衛
隊
員
に

と
っ
て
ど
れ
だ
け
の
励
ま
し
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

笠
間
稲
荷
神
社
の
菊
ま
つ
り
を
通
し
て
、
交
流
を
持
ち
ま
す
ド
イ
ツ
の
ラ
ー
市
か
ら
は
復
興
の
願
い
を
込
め
て
、
子
供
た
ち
が
歌
を
歌
っ
た
動
画
や
、

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
・
八
七
一
通
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
や
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
交
流
の
あ
る
、

ア
メ
リ
カ
、
台
湾
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
レ
バ
ノ
ン
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
ヨ
ル
ダ
ン
等
、
各
国
か
ら
も
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
感
謝

す
る
次
第
で
す
。

　

地
震
か
ら
三
ヶ
月
が
た
ち
、
当
社
も
徐
々
に
で
す
が
復
興
へ
の
歩
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
ま
し
た
よ
う
に
、
そ
の
被
害
規
模
は

大
き
く
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
困
難
が
あ
る
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
。
職
員
一
同
、
ま
ず
は
ご
参
拝
に
来
て
頂
く
ご
崇
敬
者
の
方
々
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、

復
興
奉
賛
会
を
立
ち
上
げ
、
笠
間
稲
荷
神
社
が
震
災
以
前
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
姿
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
書
面
に
て
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
現
在
に
至
る
ま
で
に
多
く
の
方
々
に
、
お
見
舞
い
、
復
興
へ
の
ご
奉
賛
の
誠
心
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と

を
感
謝
申
し
上
げ
、
皆
様
の
御
心
に
叶
う
、
笠
間
稲
荷
神
社
へ
の
復
興
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

笠
間
稲
荷
神
社　

宮
司　

塙
東
男
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笠
間
稲
荷
神
社
被
災
報
告

　

三
月
十
一
日　

午
後
二
時
四
十
六
分
頃
、
東
北
沖
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
地
震
が
東
日
本
を
お
そ
い
ま
し
た
。

　

笠
間
市
で
も
震
度
６
強
の
揺
れ
が
あ
り
、
笠
間
稲
荷
神
社
も

被
災
し
ま
し
た
。

　

被
害
は
大
き
く　

参
道
の
６
ｍ
鳥
居
は
倒
壊
、
７
．
５
ｍ
の

鳥
居
は
一
部
損
傷
、
今
後
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
た
め
、
崇
敬
者

の
安
全
を
考
慮
し
、
撤
去
。

　

境
内
末
社
の
２
ｍ
の
鳥
居
も
倒
壊
し
ま
し
た
。
境
内
燈
籠
の

倒
壊
、
地
盤
沈
下
に
よ
る
常
夜
灯
の
傾
斜
、
眷
属
の
落
下
に
よ

る
損
壊
、
手
水
舎
の
横
ず
れ
さ
ざ
れ
石
の
柵
の
倒
壊
、
楼
門
の

破
損
、
東
門
の
額
の
落
下
、
拝
殿
東
・
西
廻
廊
取
り
合
い
部
分

損
傷
、
玉
垣
の
倒
壊
、
境
内
地
面
に
は
亀
裂
が
走
り
ま
し
た
。
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重
要
文
化
財
の
損
傷

　

国
指
定
重
要
文
化
財
の
本
殿
も
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
繋
虹

梁
（
龍
彫
刻
）
の
亀
裂
損
傷
・
柱
と
の
ず
れ
、
向
拝
柱
の
横
ず

れ
、
床
柱
の
傾
斜
、
基
礎
基
盤
の
ず
れ
や
陥
没
が
起
こ
り
ま
し

た
。
又
、
崇
敬
者
奉
納
の
玉
垣
も
一
部
損
傷
お
よ
び
倒
壊
、
美

術
館
の
屋
根
瓦
が
落
ち
る
な
ど
被
害
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

社
務
所
の
被
害
も
大
き
く
、
旧
館
・
新
館
の
繋
ぎ
目
か
ら
内

壁
、
外
壁
に
ヒ
ビ
が
入
り
破
片
が
散
乱
、
階
段
の
壁
の
パ
ネ
ル

が
落
ち
、
貯
水
タ
ン
ク
も
破
損
し
、
停
電
や
断
水
に
よ
り
通
常

の
社
務
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
こ
の
地
震
に
よ
る
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
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大
震
災
以
降
、
神
社
本
庁
副
総
長
・
熱
田
神
宮
宮
司
小
串
和
夫
様
、

神
宮
少
宮
司
髙
城
治
延
様
、
伊
弉
諾
神
宮
宮
司
本
名
孝
至
様
、

伏
見
稲
荷
大
社
宮
司
中
村
陽
様
、
鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
吉
田
茂
穗
様
、

東
京
大
神
宮
宮
司
松
山
文
彦
様
を
始
め
、
多
く
の
神
職
の
方
々
に

当
社
に
お
越
し
頂
き
復
興
へ
の
祈
り
を
さ
さ
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

尚
、
今
日
に
至
る
ま
で
神
社
界
の
皆
様
、
崇
敬
者
の
皆
様
に
は

お
見
舞
い
、
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
社
で
は
、一
日
も
早
い
復
興
を
目
指
し
、復
興
奉
賛
会
を
立
ち
上
げ
、

皆
様
の
ご
奉
賛
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　

何
卒
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ　

電　

話　

０
２
９
６
―
７
３
―
０
０
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　

復
興
奉
賛
会
事
務
局
ま
で

四
月
九
日
に
は
例
大
祭
に
併
せ

  

国
家
の
安
泰
を
祈
り

    

復
興
祈
願
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
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献
燈
祭　

八
月
七
日
（
第
一
日
曜
日
）

　

	

午
後
五
時

　

火
は
、
我
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な
恵

み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
が
、
時
に

は
災
い
の
元
に
も
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
三
月
十
一
日
に
起
き
た
東
日

本
大
震
災
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の

慰
霊
祭
を
斎
行
す
る
と
と
も
に
、
火
が

も
た
ら
す
日
々
の
恵
み
に
感
謝
と
、

稲
荷
大
神
様
の
御
神
威
に
よ
り
国
家
繁
栄

と
皆
様
の
諸
祈
願
成
就
を
祈
念
し
、
夕

刻
に
な
る
と
境
内
の
行
燈
に
、
灯
り
が

灯
さ
れ
ま
す
。

　

行
燈
は

	

中
行
燈	

五
千
円

	

大
行
燈	

壱
万
円

よ
り
ご
奉
納
頂
け
ま
す
。

事
比
羅
祭	

 

八
月
一
日　

午
後
一
時

末
社
祭 	

八
月
一
日　

午
後
三
時

　

笠
間
稲
荷
神
社
の
境
内
に
枝
社
（
え

だ
や
し
ろ
）
と
し
て
お
祀
り
さ
れ
た

事
比
羅
神
社
、
月
読
神
社
、
白
山
比
咩

神
社
、
菅
原
神
社
、
粟
島
神
社
、
山
倉

神
社
の
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

笠
間
稲
荷
神
社

祭

事

予

定

七
月

八
月

一
日	

月
次
祭

二
日	

一
の
午

三
十
日	

旧
大
祓
式

一
日	

月
次
祭

	

事
比
羅
祭

	

末
社
祭

七
日	

一
の
午

	

献
燈
祭



6

中
秋
祭　

九
月
十
二
日	

午
後
四
時
半

　

毎
年
旧
暦
の
八
月
十
五
日
、
中
秋
の

名
月
と
呼
ば
れ
る
十
五
夜
の
日
に
、

月
読
神
社
の
前
に
す
す
き
や
団
子
を
お

供
え
し
て
、
月
読
尊
の
御
神
徳
に
感
謝

を
捧
げ
る
お
祭
り
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

神
嘗
祭
奉
祝
祭　

十
月
十
七
日	

	
	

午
前
八
時

　

神
嘗
祭
は
、
そ
の
年
に
収
穫
さ
れ
た

初
穂
を
伊
勢
の
神
宮
に
お
祀
り
さ
れ
て

い
る
皇
祖
・
天
照
皇
大
御
神
（
あ
ま
て

ら
す
す
め
お
お
み
か
み
）
に
お
供
え
す

る
、
神
宮
で
非
常
に
重
要
と
さ
れ
て
い

る
お
祭
り
で
す
。

　

宮
中
で
は
天
皇
陛
下
が
神
宮
を
遙
拝

し
、
賢
所
で
親
祭
を
行
わ
れ
、
当
日
は

全
国
の
神
社
で
慶
祝
の
意
を
こ
め
て

奉
祝
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

講
社
大
祭　

十
月
二
十
五
日	

	

　

	

午
前
十
一
時

　

当
神
社
に
は
、
古
く
か
ら
「
講
中
」

と
い
う
、
団
体
で
参
拝
さ
れ
る
崇
敬
者

（
講
員
）
の
組
織
が
あ
り
ま
す
。

　

講
社
大
祭
は
、
講
員
を
束
ね
導
く

先
達
や
講
元
を
は
じ
め
、
世
話
人
な
ど

の
参
列
の
も
と
、
大
神
様
に
国
家
の
安

泰
と
世
界
の
平
和
、
そ
し
て
各
講
中
と

講
員
の
隆
盛
を
祈
願
す
る
お
祭
り
で
す
。

九
月

十
月

一
日	

月
次
祭

十
二
日	

一
の
午

	

中
秋
祭

二
十
三
日	

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝
式
　

	

小
笠
原
流
弓
馬
術
礼
法

	
	
	

三
々
九
手
挟
式

一
日	

月
次
祭

六
日	

一
の
午

十
五
日	

菊
ま
つ
り
開
催
奉
告
祭
・
開
場
式

十
七
日	

神
嘗
祭
奉
祝
祭

二
十
五
日	

講
社
大
祭

	

菊
花
品
評
会
早
咲
き
審
査
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茨
城
県
菊
花
連
盟
菊
花
品
評
会	

　

茨
城
県
は
全
国
的
に
も
菊
花
栽
培
が

盛
ん
で
、
当
品
評
会
は
昭
和
六
年
の
開

催
か
ら
、
本
年
で
八
十
回
を
迎
え
ま
す
。

菊
花
は
全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
て
い
る
方
達
に
審
査
さ
れ
る
為
、

全
国
大
会
へ
の
登
竜
門
と
い
え
る
ほ
ど

レ
ベ
ル
が
高
く
、
出
品
さ
れ
た
菊
は

境
内
に
並
べ
ら
れ
ま
す
。

神
事
流
鏑
馬　

十
一
月
三
日	

	
	

十
時
半
、
十
四
時
半

　

昭
和
二
十
五
年
に
始
ま
り
、
農
業
の

豊
凶
を
占
う
と
共
に
伝
統
文
化
の
継
承
・

保
存
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
文
化
の
日

に
斎
行
し
て
い
ま
す
。
境
内
で
安
全
祈

願
祭
の
後
、
笠
間
小
学
校
前
の
特
設
馬

場
に
て
神
事
を
斎
行
し
ま
す
。

新
嘗
祭
・
献
穀
献
繭
祭　
　
　
　
　

　

	

十
一
月
二
十
三
日　

午
前
十
時

　

新
嘗
祭
は
、
宮
中
お
よ
び
全
国
の

神
社
で
行
わ
れ
る
収
穫
祭
で
、
豊
穣
を

祈
る
二
月
の
祈
年
祭
と
対
置
さ
れ
ま
す
。

　

当
神
社
で
は
新
嘗
祭
に
併
せ
て

｢

献
穀
献
繭
祭(

け
ん
こ
く
け
ん
け
ん
さ

い)｣

が
行
わ
れ
、
新
米
や
新
繭
を
奉
納

し
、
神
前
に
収
穫
を
感
謝
し
ま
す
。

十
一
月

一
日	

月
次
祭

二
日	

菊
花
品
評
会
中
咲
き
審
査

三
日	

明
治
祭

	

神
事
流
鏑
馬

八
日	

菊
花
品
評
会
遅
咲
き
審
査

十
一
日	

一
の
午

十
五
日	

霜
月
祭

二
十
日	

舞
楽
祭

二
十
三
日	

新
嘗
祭
・
献
穀
献
繭
祭
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御
火
焚
串
炎
上
祭	

	
	

十
二
月
二
十
二
日　

午
前
九
時

　

御
火
焚
串
と
い
う
木
製
の
板
に
参
拝

者
自
身
が
住
所
・
氏
名
・
願
事
な
ど
を

記
入
し
神
前
に
奉
納
し
た
も
の
を
、
火

の
霊
力
に
よ
っ
て
罪
穢
れ
を
祓
い
、

願
意
成
就
・
無
病
息
災
・
除
災
招
福
を

祈
願
し
ま
す
。

　

毎
年
冬
至
の
日
に
積
み
上
げ
た

御
火
焚
串
に
点
火
し
、
炎
上
祭
を
斎
行

し
ま
す
。

　

御
火
焚
串
は
境
内
に
て
授
与
し
て
お

り
ま
す
。（
初
穂
料
五
百
円
）

天
長
祭　

十
二
月
二
十
三
日　

	

十
一
時

　

天
皇
陛
下
の
御
誕
生
日
は
天
長
節
と

し
て
古
く
か
ら
国
を
挙
げ
て
お
祝
い
申

し
上
げ
て
い
る
日
で
、
明
治
六
年
か
ら

天
皇
誕
生
日
と
し
て
国
民
の
祝
日
に
加

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
佳
き
日
に
、
天
皇
陛
下
の

御
降
誕
を
御
祝
い
し
て
、
聖
寿
の
無
窮

と
国
民
の
幸
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

鹿
島
祓	

	
	

 

十
二
月
二
十
八
日　

午
前
十
時

　

十
二
節
の
青
竹
に
飾
り
付
け
た
当
神

社
独
自
の
祓
具
と
、
米
・
酒
・
塩
を
用
い
、

社
殿
や
神
苑
を
祓
う
神
事
で
す
。

　

こ
の
鹿
島
祓
に
よ
り
御
本
殿
を
始

め
、
社
務
所
各
部
屋
を
祓
い
清
め
た
の

ち
、
当
社
は
新
年
を
迎
え
る
準
備
に
入

り
ま
す
。

十
二
月

一
日	

月
次
祭	

五
日	

一
の
午

二
十
二
日	

御
火
焚
串
炎
上
祭

二
十
三
日	

天
長
祭

二
十
八
日	

鹿
島
祓

大
晦
日	

年
越
し
の
大
祓
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◆
一
月

一
日	

歳
旦
祭

	

髙
梨
講
・
茨
城
日
産
自
動
車（
株
）・
藤
井
講
・

	

八
千
代
講
・
下
野
小
山
須
賀
笠
間
稲
荷
講
・

	

赤
坂
講
・（
株
）サ
ン
ツ
ア
ー
海
上
営
業
所

三
日	

元
始
祭

	

笠
間
市
消
防
団
初
詣
・
小
松
稲
荷
講

五
日	

釿
始
祭

	

Ｊ
Ｒ
水
戸
鉄
道
サ
ー
ビ
ス（
株
）・
明
誠
講
・

	

根
崎
解
体
工
事（
株
）

六
日	

海
上
芋
苗
組
合

七
日	

昭
和
天
皇
遥
拝
式

九
日	

初
甲
子
祭

	

東
毛
敬
神
講
・
穂
波
会

十
日	

初
事
比
羅
祭

	

野
尻
笠
間
講
・（
株
）横
山
喜
惣
治
商
店

十
一
日	

桜
川
市
た
ば
こ
耕
作
共
励
会
・（
株
）国
分
建
設

十
二
日	

國
學
院
大
學
硬
式
野
球
部
初
詣
・

	

ヤ
マ
ト
運
輸（
株
）茨
城
主
管
支
店

	

茨
城
綜
合
警
備
保
障（
株
）

十
三
日	

旗
岡
八
幡
神
社
宮
司
松
本
仁
様
来
社

	

笠
間
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
初
詣

十
四
日	

尖
閣
諸
島
安
全
祈
願
祭

十
五
日	

古
札
炎
上
祭

	

（
有
）秋
田
土
木
・
房
地
講
・
正
徳
講

	

交
通
安
全
協
会
谷
原
分
会	

十
六
日	

亀
戸
香
取
神
社
宮
司
香
取
邦
彦
様
来
社

	

東
京
平
和
講
・
嶋
田
商
会
・
石
井
工
業
信
友
会

二
十
二
日	

御
本
殿
畳
奉
納
奉
告
祭

	

（
株
）ナ
テ
ッ
ク

二
十
三
日	

野
田
市
今
上
笠
間
稲
荷
講
・
弥
栄
講

	

キ
ャ
ラ
エ
ー
ピ
ー（
株
）・
柏
崎
講

二
十
四
日	
幸
手
講

二
十
五
日	
初
天
神
祭

二
十
六
日	

防
災
訓
練

二
十
七
日	

笠
間
稲
荷
門
前
講

二
十
九
日	

笠
間
稲
荷
神
社
敬
神
婦
人
会
初
詣

三
十
日	

野
中
組
稲
荷
講
・
下
三
ヶ
尾
笠
間
講
・

	

堀
の
内
組

◆
二
月

二
日	

旧
大
祓
式

	

笠
間
・
友
部
街
商
組
合

三
日	

旧
歳
旦
祭

	

節
分
祭
追
儺
式
　
女
優
羽
田
美
智
子
様
・

	

エ
チ
オ
ピ
ア
大
使
マ
ル
コ
ス
・
タ
ク
レ
様
　

	

ご
奉
仕

	

共
栄
講
・
石
の
葉
講
・
都
賀
町
講
・
山
高
野
講

五
日	

木
間
ヶ
瀬
笠
間
講
・
船
形
観
光
友
の
会

	

大
山
笠
間
講

六
日	

栃
木
市
笠
間
会
・
太
木
講

七
日	

北
方
領
土
返
還
祈
願
祭

八
日	

初
午
大
祭
・
針
供
養
祭

	

下
古
山
講
・
並
木
町
笠
間
講
・
東
京
八
方
講

	

川
上
実
行
組
合
・
取
手
市
機
械
工
業
会

	

阿
字
ヶ
浦
保
食
講
・
サ
カ
イ
会
祈
願
会

九
日	

武
井
神
社
宮
司
齋
藤
吉
仁
様
来
社

	

台
東
区
老
連
寿
支
部

笠
間
稲
荷
神
社
日
誌

平
成
二
十
三
年
赤
字
…
祭
典

緑
字
…
行
事

黒
字
…
講
中
参
拝
・
正
式
参
拝
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十
一
日	

紀
元
祭

十
二
日	

野
田
市
信
栄
講
・
船
形
笠
間
稲
荷
講

十
三
日	

中
峰
笠
間
講
・
鶴
ヶ
丸
講

	
野
田
市
蕃
昌
笠
間
稲
荷
講

十
四
日	

祈
年
祭
・
初
穂
講
大
祭

十
七
日	

Ｊ
Ａ
な
が
の
信
濃
町
支
所
億
友
会

十
九
日	

井
沼
方
講
・
中
野
台
笠
間
講

二
十
日	

豊
田
稲
荷
講
・
旭
市
奉
賛
会
・
松
原
稲
荷
神
社

	

網
戸
中
宿
稲
荷
講
・
川
口
商
栄
講
・

	

元
町
笠
間
稲
荷
講

二
十
一
日	

東
京
弥
栄
講

二
十
二
日	

出
羽
三
山
神
社
職
員
御
一
同
様
来
社

	

貴
船
笠
間
講
・
野
田
七
親
講

二
十
四
日	

当
社
責
任
役
員
会
・
総
代
会

	

神
宮
大
宮
司
鷹
司
尚
武
様
来
社

	

鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
𠮷
田
茂
穗
様
来
社

	

山
梨
県
神
社
庁
長
羽
中
田
進
様
来
社

二
十
五
日	

笠
間
一
心
講
・
栄
町
講

二
十
七
日	

本
妙
講
・
大
相
模
笠
間
講
・

	

下
落
合
笠
間
稲
荷
講

◆
三
月

三
日	

出
羽
三
山
神
社
職
員
御
一
同
様
来
社

五
日	

�

山
梨
県
神
社
庁
峡
南
支
部
長
深
澤
哲
夫
様

来
社

六
日	

笠
間
稲
荷
高
柳
講
・
上
花
輪
稲
荷
講

八
日	

森
ノ
根
稲
荷
講

十
日	

甲
子
祭

十
三
日	

秋
山
講

十
六
日	

旧
初
午
大
祭

	

向
町
稲
荷
講
・
阿
字
ヶ
浦
西
久
保
稲
荷
講
・

	

心
和
講

二
十
一
日	

春
季
皇
霊
祭
遥
拝
式

二
十
一
日	

絵
馬
祭
奉
告
祭

二
十
四
日	

幸
栄
親
睦
会

二
十
六
日	

浦
和
辻
神
仰
会

二
十
八
日	

新
入
社
員
研
修
開
始

◆
四
月

一
日	
新
入
社
員
入
社
奉
告
祭

二
日	

神
社
本
庁
副
総
長
・
神
社
新
報
社
社
長
・

	

熱
田
神
宮
宮
司

	

小
串
和
夫
様
来
社

	

大
櫻
笠
間
講

三
日	

神
武
天
皇
遥
拝
式

四
日	

小
笠
原
流
弓
馬
術
礼
法
小
笠
原
御
夫
妻

	

来
社

八
日	

神
宮
少
宮
司
髙
城
治
延
様
来
社

	

水
戸
東
照
宮
宮
司
久
米
章
夫
様
来
社

九
日	

例
大
祭

	

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭

十
日	

東
京
笠
間
講

十
五
日	

柳
沢
胡
桃
下
稲
荷
講	

二
十
九
日	

昭
和
祭

三
十
日	

絵
馬
コ
ン
ク
ー
ル

	

表
彰
式

◆
五
月

二
日	

芝
崎
神
社
宮
司
松
木
猛
様
来
社

九
日	

甲
子
祭

十
日	

御
田
植
祭

十
四
日	

M
a
sa
co

震
災
復
興
支
援
ラ
イ
ブ
開
催

	

東
京
笠
間
信
友
講

十
五
日	

東
京
大
神
宮
宮
司
松
山
文
彦
様
来
社

	

小
鹿
野
笠
間
講

十
九
日	

本
宮
祭（
東
京
・
千
葉
・
神
奈
川
）

二
十
日	

本
宮
祭（
茨
城
・
栃
木
）

	

伊
弉
諾
神
宮
宮
司
本
名
孝
至
様
来
社

二
十
一
日	

本
宮
祭（
埼
玉
・
群
馬
・
福
島
・
そ
の
他
）

	

東
京
製
本
笠
間
講
・
東
京
笠
間
報
恩
講

二
十
二
日	

鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
𠮷
田
茂
穗
様
来
社

二
十
九
日	

矢
板
市
・
笠
間
市
こ
ど
も
会
育
成
連
合
会

	

舎
人
講
　

三
十
一
日	

伏
見
稲
荷
大
社
宮
司
中
村
陽
様
来
社
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ご案内
笠間稲荷神社

月
詣
り

御
祭
神
宇
迦
之
御
魂
神
は
「
い

の
ち
」
の
根
の
神
と
し
て
、
衣

食
住
・
殖
産
御
守
護
と
、
人
々

の
生
活
す
べ
て
に
御
神
徳
の
あ

る
大
神
様
で
あ
り
、
恩み

た
ま
の
ふ
ゆ頼
に
あ

ず
か
る
崇
敬
者
の
中
に
は
「
月

詣
り
」
を
さ
れ
る
方
が
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

月
詣
り
と
は
、
月
毎
に
大
神

様
の
加
護
を
受
け
、
前
月
よ
り

の
平
穏
無
事
を
感
謝
し
、
新
た

な
御
神
徳
を
頂
く
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
月
詣
り
の
方
に
は
神
苑

に
咲
く
花
を
表
し
た
御
幣
を
授

与
し
て
お
り
ま
す
。
ど
の
月
か

ら
で
も
始
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
受
付
ま
で
お
申

し
出
下
さ
い
。

祈
祷
案
内

報
　
賽

報
賽
と
は
、
大
神
様
に
お
礼

を
申
し
上
げ
る
ご
祈
祷
で
す
。

お
正
月
に
は
新
年
の
ご
挨
拶
と

共
に
一
年
の
無
事
を
祈
り
、
年

の
終
わ
り
に
は
お
礼
の
ご
祈
祷

を
致
し
ま
し
ょ
う
。
大
神
様
の

ご
加
護
に
よ
り
、
日
々
無
事
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
事

を
感
じ
、
当
た
り
前
の
よ
う
に

起
き
て
い
る
事
へ
も
感
謝
す
る

と
こ
ろ
に
、
更
な
る
ご
加
護
を

頂
く
事
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
祈
祷
の
ご
予
約
が
で
き
ま
す
。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kasam

a.or.jp/

奉
納
募
集

当
社
で
は
威
儀
物
や
祭
典
に

用
い
ら
れ
る
祭
具
の
ご
奉
納
を

お
受
け
致
し
て
お
り
ま
す
。

ご
奉
納
頂
け
る
方
は
当
社

社
務
所
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
ご
奉
納
頂

き
ま
し
た
ご
崇
敬
者
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
奉
納
者
芳
名

	

　

杉
本　

栄　

殿

「
三
方
二
台
」

	

　

小
一
条　

忠
平　

殿

「
朱
塗
り
三
方
五
台
」

　
　
　

沼
尻
産
業
株
式
会
社

	

代
表
取
締
役
社
長

	

　

沼
尻　

年
正　

殿



13

常 陸 七 福 神 霊 場
七
難
即
滅
、
七
福
即
生

　

七
福
神
信
仰
は
、
室
町
時
代

よ
り
続
く
庶
民
信
仰
で
、
七
福

神
と
は
「
日
本
・
中
国
・
イ
ン

ド
の
三
国
の
福
の
神
が
七
神
そ

ろ
っ
て
宝
船
に
乗
り
、
人
々
に

幸
福
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
、

庶
民
の
た
め
の
心
や
さ
し
い

神
様
の
こ
と
で
す
。

　

常
陸
七
福
神
は
、
霞
ヶ
浦
を

中
心
に
全
国
で
も
珍
し
く
八
つ

の
神
社
と
お
寺
に
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
に
は
数
多
く
の
七
福
神

め
ぐ
り
が
あ
り
ま
す
が
、
常
陸

七
福
神
め
ぐ
り
は
全
国
で
最
も

巡
拝
路
が
長
く
、
達
成
感
は
ひ

と
し
お
で
す
。
各
社
寺
で
朱
印

や
御
守
り
を
授
与
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
巡
拝
し
、
幸
福
を

お
受
け
下
さ
い
。

①大黒天　笠間稲荷神社
　笠間市笠間１

　℡０２９６（７３）０００１

②毘沙門天　西光院
　石岡市吉生２７３４

　℡０２９９（４３）６９３８

③寿老人　西蓮寺
　行方市西蓮寺５０４

　℡０２９９（５６）０１０７

④福禄寿　長勝寺
　潮来市潮来４２８

　℡０２９９（６２）３８０８

⑤弁財天　逢善寺
　稲敷市小野３１８

　℡０２９７（８７）２１６２

⑥七福神　眞延寺
　土浦市西真鍋４－４３

　℡０２９８（２２）４４６２

⑦恵比寿　筑波山神社

　つくば市筑波１
　℡０２９８（６６）０５０２

⑧布袋尊　月山寺
　桜川市西小塙１６７７

　℡０２９６（７５）２２５１

常
陸
七
福
神
め
ぐ
り

～
お
問
い
合
わ
せ
は
各
社
寺
へ
～

　

下
町
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
日
本
橋
で

も
、
七
福
神
め
ぐ
り
が
出
来
ま
す
。

日
本
橋
七
福
神
は
、
ど
の
神
様
も

神
社
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
巡
拝
路
が

全
国
で
最
も
短
く
、
約
二
時
間
で

巡
拝
が
叶
い
ま
す
。

当
社
東
京
別
社
に
は
、
長
寿
延
命
・

お
導
き
・
幸
福
の
神
様
で
あ
る
寿
老
神

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
正
月
に
は
初
詣

参
拝
者
と
共
に
七
福
神
詣
の
巡
拝
者

で
社
頭
が
大
変
賑
わ
い
ま
す
。
詳
細

は
左
記
の
各
神
社
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

①
寿
老
神
　
笠
間
稲
荷
神
社
東
京
別
社

　
中
央
区
日
本
橋
浜
町
二
―
十
一
―
六

②
恵
比
寿
神  

椙
森
神
社

　
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
一
―
十
―
二

③
恵
比
寿
神  

寶
田
恵
比
壽
神
社

　
中
央
区
日
本
橋
本
町
三
―
十

④
福
禄
寿
・
辨
財
天
　
小
網
神
社

　
中
央
区
日
本
橋
小
網
町
十
六
―
二
十
三

⑤
布
袋
尊  

茶
の
木
神
社

　
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
一
―
十
二
―
十

⑥
辨
財
天  

水
天
宮

　
中
央
区
日
本
橋
蛎
殻
町
二
―
四
―
一

⑦
大
黒
神  

松
島
神
社

　
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
―
十
五
―
二

⑧
毘
沙
門
天  

末
廣
神
社

　
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
―
二
十
五
―
二
十

東京・日本橋
七福神詣も
どうぞ！
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七
福
神
で
八
つ
の
幸
せ

①
笠
間
稲
荷
神
社
　

大
黒
天

授与品紹介

１  大黒天神札（１００円）
２  七福神朱印色紙（６００円）
３  大黒天絵馬（５００円）
４  大黒天カード守（５００円）
５  大黒天福徳守（８００円）

１２

３

４ ５

　

笠
間
稲
荷
神
社
に
は
、
常
陸
七
福
神
の
う
ち
大
黒
天
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
黒
天
は
、
中
世
、
仏
教
と
と
も
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
、

大
国
主
命
と
習
合
し
、
一
体
の
神
と
な
り
ま
し
た
。
糧
食
を
司
る

神
で
、
福
徳
や
財
宝
を
与
え
る
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

主
に
、
く
く
り
頭
巾
、
狩
衣
姿
で
、
左
肩
に
袋
を
背
負
い
、
右
手
に

打
ち
出
の
小
槌
を
持
ち
、
米
俵
の
上
に
の
っ
た
姿
を
し
て
い
ま
す
。

御
縁
日
は
、
隔
月
甲
子
の
日
で
、
十
五
時
よ
り
甲
子
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

▲�大黒天は、笠間稲荷神社
拝殿の右側、藤棚の奥に
祀られています。

▲�甲子の日には、甲子祭が斎行されま
す。商売繁盛、開運招福を願う甲子
講の皆様が、たくさん参列されてい
ます。（初穂料５００円より）



神前結婚式のお申し込み・ご質問・ご相談等は、
神社内　崇敬係（すうけいかかり）までお願いし
ます。また、祭典等の都合によりご案内できない
場合がございますので、ご来社前に必ずお電話に
てお問い合わせ下さい。
笠間稲荷神社社務所 ０２９６（７３）０００１

社報「胡桃」No.27　平成23年7月発行  発行所／笠間稲荷神社社報編集委員会  茨城県笠間市笠間1番地
電話0296（73）0001㈹ FAX0296（73）0002  テレホンサービス0296（73）0003ホームページhttp://www.kasama.or.jp/
Eメールinfo@kasama.or.jp   編集発行人／塙 東男　本誌の写真、イラストレーション、記事の無断転載を禁じます。

Ｑ �

神
社
で
は
誰
で
も
結
婚
式
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

か
？

Ａ �

で
き
ま
す
。
神
前
結
婚
式
を

挙
げ
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
、

神
社
を
信
仰
す
る
気
持
ち
で
、

大
神
様
の
前
で
夫
婦
の
誓
い

を
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
り
ま

す
。

Ｑ �

自
分
の
好
き
な
衣
装
を

着
て
も
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
？

Ａ �

大
神
様
に
失
礼
に
な
ら

な
い
衣
装
で
あ
れ
ば
、

和
装
・
洋
装
ど
ち
ら
で

も
結
構
で
す
。

	
�

当
社
で
は
衣
装
の
ご
用

意
や
美
容
室
の
ご
紹
介

は
致
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

Ｑ �

式
の
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
で
し
ょ
う

か
？

Ａ �

当
社
で
は
鶴
式
10
万
円
、
亀
式
５
万
円
の
二
通

り
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
神
社
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

Ｑ �

三
三
九
度
と
は
何
で
す
か
？

Ａ �

三
三
九
度
と
は
、
酒
盃
を
取
り

交
わ
す
回
数
を
表
し
た
も
の
で
、

酒
を
一
杯
飲
む
こ
と
を
一
度
と

い
い
、
三
杯
（
三
度
）
飲
む
こ
と
を
一
献
と
し
て
、

こ
れ
を
三
献
、
つ
ま
り
九
杯
（
九
度
）
酒
盃
を
頂
く

作
法
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
大
神
様
に
お
供
え
し
た

御
神
酒
を
新
郎
新
婦
が
戴
く
こ
と
で
、
夫
婦
の

契
り
が
固
く
結
ば
れ
ま
す
。


